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報告内容

１．一般社団法人日本塗料工業会とは

２．日塗工の化学防護手袋選定の課題

３．ケミカルセンサー法による化学防護手袋の化学物質透過性測定

①混合物における測定

②２重手袋における測定

４．残された課題
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２．日塗工の化学防護手袋選定の課題
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２．日塗工の化学防護手袋選定の課題

１．塗料は少量多品種 製品を実測すればよいといわれても・・・。

２．混合物のデータがない。

３．塗料に使用する溶剤は、樹脂を溶解するためのものであり、

なかなか良い化学防護手袋がない。また、あっても高価である。

４．塗料製造業の安全に対する労働災害の次に考慮する点は

火災事故。

重大な火災事故を起こせば、その企業の存亡が危ぶまれる。

⇒ 静電気対策も絶対。
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２．日塗工の化学防護手袋選定の課題
１．塗料のSDS例
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皮膚等障害化学物質※１（労働安全衛生規則第594条の２（令和６年４月１日施行））及び特別規則に基づく
不浸透性の保護具等の使用義務物質

揮発性有機化合物
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１．目的

化学防護手袋において、塗料のような混合物における透過性の傾向を把握する。

２．試験方法

(1)化学防護手袋 導電性ポリウレタン（ハナローブNo846(ハナキゴム㈱製)）

可燃性液体の取り扱い等での静電気障災防止用。

耐熱性・耐オゾン性・耐ガス透過性に優れ、ケトン類・エステル類
等の溶剤使用に適している。

電気抵抗値 105～107Ω 
機能導電性、曲指、滑り止め付、
裏地 メリヤス
種別 静電気用手袋
材質 導電性PU(ポリウレタン) 

カーボンブラックを使用した導電性の手袋
厚さ 1.05mm 色 黒
JIS規格 JIS T8116適合品
耐溶剤性静電気対策タイプ
耐透過性静電気用
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２．試験方法

(2)試験溶液

a.溶剤と塗料用樹脂（エポキシ樹脂または硬化剤）の混合溶液

①キシレン、液状エポキシ樹脂（エピクロンL850S（DIC(株)社製））

②キシレン、ポリアミン（ｱﾐﾄﾞｱﾀﾞｸﾄﾀｲﾌﾟ（ﾗｯｶﾏｲﾄﾞTD-994（DIC(株)社製））

混合比は、溶剤:樹脂分＝30：70，50：50，70：30，100：0

b.混合溶剤

③石油系炭化水素（Kerosine：白灯油）、高沸点芳香族溶剤（Solvesso-100）

④キシレン、トルエン ⑤キシレン、酢酸エチル

⑥キシレン、酢酸ブチル ⑦トルエン、酢酸エチル

⑧トルエン、酢酸ブチル ⑨酢酸エチル、酢酸ブチル

⑩高沸点芳香族溶剤（Solcesso-100）、キシレン
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２．試験方法

使用した樹脂性状

①液状エポキシ樹脂（エピクロンL850S（DIC(株)社製））

②ポリアミン（ｱﾐﾄﾞｱﾀﾞｸﾄﾀｲﾌﾟ（ﾗｯｶﾏｲﾄﾞTD-994（DIC(株)社製）
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２．試験方法

(3)測定方法 ケミカルセンサー法（F法）

測定装置 ：Ion Science Ltd.製 Personal PID monitor CUB

測定モード ：イソブチレン(ppm)

測定間隔 ：10秒

測定温度 ：室温（およそ20℃）
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試験結果
①キシレン、液状エポキシ樹脂（エピクロンL850S（DIC(株)社製））

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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試験結果
②キシレン、ポリアミン（アミドアダクトタイプ（ラッカマイドTD-994（DIC(株)社製））

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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考察

a.溶剤と樹脂の混合溶液

今回使用した樹脂では、樹脂の割合が増すほど、溶剤の透過は遅くなる。

実測ができない場合

化学防護手袋の種類が決まっている場合

⇒溶剤単独の透過時間で化学防護手袋を使用すればよい。

化学防護手袋を安全側で使用可能時間を決定できる。

化学防護手袋を選択する場合

⇒溶剤単独の破過時間が最も長い材料を選択するのが安全側で選択できる。

使用する樹脂が化学防護手袋を化学的に破壊しないことが前提ではあるが。。。
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２．試験方法

(2)試験溶液

a.溶剤と塗料用樹脂（エポキシ樹脂または硬化剤）の混合溶液

①キシレン、液状エポキシ樹脂（エピクロンL850S（DIC(株)社製））

②キシレン、ポリアミン（ｱﾐﾄﾞｱﾀﾞｸﾄﾀｲﾌﾟ（ﾗｯｶﾏｲﾄﾞTD-994（DIC(株)社製））

混合比は、溶剤:樹脂分＝30：70，50：50，70：30，100：0

b.混合溶剤

③石油系炭化水素（Kerosine：白灯油）、高沸点芳香族溶剤（Solvesso-100）

④キシレン、トルエン ⑤キシレン、酢酸エチル

⑥キシレン、酢酸ブチル ⑦トルエン、酢酸エチル

⑧トルエン、酢酸ブチル ⑨酢酸エチル、酢酸ブチル

⑩高沸点芳香族溶剤（Solvcesso-100）、キシレン
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試験結果
③石油系炭化水素（Kerosine ：白灯油）、高沸点芳香族溶剤（Solvesso-100）

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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試験結果
④キシレン、トルエン

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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試験結果
⑤キシレン、酢酸エチル

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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試験結果
⑥キシレン、酢酸ブチル

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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試験結果
⑦トルエン、酢酸エチル

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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試験結果
⑧トルエン、酢酸ブチル

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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試験結果
⑨酢酸エチル、酢酸ブチル

製品名 材 質 裏地加工 滑り止め

ハナローブ No.846 導電性ポリウレタン メリヤス 有
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試験結果
⑩高沸点芳香族溶剤（S100）、キシレン
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考察

２．混合溶剤の場合

50/50混合溶剤は、それぞれの溶剤のうち最も短い透過時間より短くなることはない。

実測ができない場合

化学防護手袋の種類が決まっている場合

⇒それぞれの溶剤のうち最も透過時間の短い時間で化学防護手袋を使用すればよい。

化学防護手袋を選択する場合

⇒混合溶剤の個々について最短の破過時間を比較し、最も長い材料を選択

１．２．より、塗料のような混合物質は、配合中の溶剤で判断がよさそうである。
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注意

皮膚等障害化学物質に該当する揮発性有機溶剤と、

皮膚等障害化学物質非該当の揮発性有機溶剤の混合物の場合、

皮膚等障害化学物質に該当する揮発性有機溶剤の透過を速めてしまう可能性があるため、

皮膚等障害化学物質非該当の揮発性有機溶剤も含めて透過性を考慮する必要がある。

⇒ケミカルセンサー法では、技術的に揮発性有機溶剤を分離することは不可能であり、

逆に皮膚等障害化学物質該非については考慮しなくてもよい（考慮できない）。
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ケミカルセンサー法（Ｆ法）簡易測定の課題

①ブランクのサチュレーションが得られにくい。

透過したガスの体積がごく少量であるため、

化学防護手袋自信から発散される化学物質

（可塑剤？）を検知してしまう。

化学防護手袋によっては、ブランクのサチュ

レーションが得られない。（すぐアラーム）

②化学物質のごく初期しかわからない。

透過し始めは検知されるが、透過速度が不明。

（ゆっくり立ち上がるのか急激に立ち上がるのか）

③ＪＩＳ法と簡易測定との相関性が不明。

当簡易測定は、感度が高そうであり、ケミカルインデックスのクラス

分けとは違う可能性がある。⇒実測によらなければ、使用可能時間はケミカルインデックスに

よるしかなさそうである。
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塗料製造業における化学防護手袋選択の課題

①塗料製造業で避けなければならないことは、“火災事故”である。

静電気対策に最適な表面抵抗率ρSは静電気拡散性材料の1×105～1×1011[Ω/sq.]と言われて

いる。

今回試験した化学防護手袋は電気電導性を有するもので1×105～1×107[Ω/sq.]であったが、

電気電導性と破過時間、透過測度は相反する性能の可能性がある。

②個社によっては、2重手袋を禁止しているところがある。

静電気防止手袋というのがあるが、これはほこりなどを寄せ付けないというもので、

静電気火花を発生させないということではない。

⇒選定マニュアル暫定版では、混合物における2重手袋の記載があるが、塗料業界として、

どう取り扱うか？

塗料ユーザー（塗装業者）側では、大気開放環境での取り扱いがほとんどで爆発

濃度下限値未満であるので、静電気火災に配慮は必要かは？）
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2.5h後

1d後
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全体のまとめ
ケミカルセンサー法（F法、M法）による破過時間の測定は、

技術的な深い知見、経験、大げさな装置が不要で、

容易に、短時間で測定でき、

安全側に化学防護手袋の耐透過性を評価できる。
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４．残された課題

1.エポキシ樹脂やアミンのような不揮発分と溶剤の混合物の取り扱い作業の場合、

不揮発分は防護手袋に残留、蓄積するので、定期的な新品防護手袋への交換が

必要である。

2.可塑剤に代表されるような、蒸発が遅い化学物質を取り扱う場合は、破過した防護

手袋の再利用は難しくなる。二重装着は一時的に効果が期待できるが、十分では

ないと想定できる。

3.２重手袋の場合の導電性確保について。
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お問い合わせ等ございましたら、
ohsawa@toryo.or.jp
にお願いします。


